
滋賀県環境影響評価審査会の運営方針について 

 

 

滋賀県環境影響評価審査会 
 

第１ 運営の方針 

（１）配慮書（審査する場合、以下同じ）および方法書についてはそれぞれ２回程度、準

備書については３回程度の開催とする。ただし、審査の状況等によっては、これら以

上となることもある。 

（２）審査は、以下の順序で進める。なお、各回で質疑応答、意見交換および討議を行う。 

 ア 配慮書段階 

    １回目－－－－－－－－－事業・評価結果等の説明（、現地視察） 

    ２回目－－－－－－－－－住民意見、市町長意見を踏まえた意見のとりまとめ 

 イ 方法書段階 

    １回目－－－－－－－－－事業説明（、現地視察） 

    ２回目－－－－－－－－－住民意見、市町長意見を踏まえた意見のとりまとめ 

 ウ 準備書段階 

    １回目－－－－－－－－－準備書の説明（方法書の提出後、長期間経過した場合

には、再度、現地視察を行うことがある。) 

    ２回目－－－－－－－－－要検討事項についての補足説明 

    ３回目－－－－－－－－－住民意見、市町長意見を踏まえた意見の取りまとめ 

        （事案の内容により、もう１回以上審査することもある。） 

（３）審査に際しては、必要に応じ事業者および調査受託者の説明を求める。 

（４）滋賀県環境影響評価条例第 34 条第２項に基づく専門委員は、案件に応じ必要な場合、

審査に参加するものとする。 

（５）審査会意見については、委員全員の意見を集約するものとする。 

（６）事務局は審査会終了後、議事録を取りまとめる。 

（７）審査会の会議および議事録等の公開については、別紙１「滋賀県環境影響評価審査  

会公開要領」による。 

（８）審査会の開催の周知については、審査会開催案内を作成し、県民活動生活課県民情

報室およびインターネット上の県のホームページへの掲載により県民に周知するとと

もに、報道機関に資料提供を行うものとする。 

（９）審査会の傍聴については、別紙２「傍聴要領」による。 

 

第２ 審査の方針 

（１）委員は、各自の判断と責任で意見を述べ、審査会としての統一見解として会長が集

約する。 

（２）委員は、専門分野に限定されず、配慮書、方法書および準備書の各図書について総

合的な視野から審査する。 

（３）審査は、各図書の記述内容が環境影響を判断するのに十分であるかどうかの判断を

行う。 

     具体例 ・予測の前提条件が適正か。 

       ・予測手法が適正か。 

       ・論理的であるか。 

       ・住民にも理解される内容か。 

（４）審査は、環境に与える影響に限定し、事業が環境に配慮されているかの技術的判断

を行う。 

     具体例 ・環境への影響が住民にとって安全サイドにあるか。 

       ・環境保全対策に裏付けがあるか。 

（５）審査会は、事業の可否について判断しない。 
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（別紙１） 

滋賀県環境影響評価審査会公開要領 

 

第１ 審査会の公開 

 

  配慮書、方法書または準備書についての審査会は、原則として公開する。なお、公開

の可否については、審査会会長の判断によるものとする。ただし、公開すべきでない環

境情報を扱うときはこの限りでない。 

 

第２ 公開審査会の傍聴 

 

（１）傍聴を認める定員をあらかじめ定め、傍聴を希望する者が定員を超えたときは、先  

着順により傍聴を認める。 

（２）審査会が円滑に運営されるよう、あらかじめ傍聴に係る遵守事項を定め、傍聴を認  

めた者に周知する。この場合、審査会の運営に支障があると判断される場合には、傍  

聴人に入場の制限その他必要な措置を取ることができるものとする。 

  

第３ 審査会結果の公表 

 

（１）公開した審査会の結果については、開催後、30 日以内に議事録を作成し、県民情報

室に添え付け、閲覧に供する。 

（２）非公開とした審査会の結果については、会議の開催状況を公表する。公表の方法は  

（１）に準ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙２） 

傍  聴  要  領 

 

 

                                                   滋賀県環境影響評価審査会 

 

 

 

滋賀県環境影響評価審査会の会議を傍聴される方は、次の事項を遵守してください。 
 

 

１ 傍聴する場合の手続 

 

 （１）滋賀県環境影響評価審査会の会議の傍聴を希望される方は、会議の開催予定時刻   

までに、会場受付で住所および氏名を記入して会長の許可を受けてください。 

 （２）傍聴希望者が定員を超えた時点で、受付を締め切ります。 

 （３）傍聴の許可を受けた方は、係員の指示に従って、所定の席に着席してください。 

 

２ 傍聴する際の遵守事項 

 

  会議の傍聴に際しては、次の事項を遵守してください。 

 （１）会議の開催中は、静かに傍聴すること。拍手その他の方法により賛成、反対等の   

意向を表明しないこと。 

 （２）飲食、喫煙等をしないこと 

 （３）会長が認めた場合以外は、写真撮影、録画、録音等を行わないこと。 

 （４）その他会場の秩序を乱したり、会議の支障となる行為をしないこと。 

 （５）非公開となる議題の前に指示があったときは、速やかに会場外へ退席すること。 

 

３ 会議の秩序の維持 

 

 （１）２の事項を遵守するほか、会場内では、係員の指示に従ってください。 

 （２）遵守事項に違反した場合には、注意を促します。なお、注意に従わないときは、   

退席していただくことがあります。 

 

４ その他 

 

 （１）受付時にお渡しした、環境影響評価に係る図書は、終了時に事務局（受付）あて

返却してください。 

 （２）環境影響評価に係る図書については、１団体に１セット（冊）です。 

 （３）不明な点があれば、係員にお問い合わせください。 
 



対象事業一覧（法および条例）

対象事業の種類 第１種事業 第２種事業 対象事業の種類 対　　象　　規　　模　　要　　件

１．道　路 １．道　路

　　　高速自動車道 すべて 　　　一般道路 　４車線以上かつ7.5km以上（改築　7.5km以上）

　　　首都高速道路など ４車線以上のもの 　　　自然公園特別地域道路 　２車線以上（林道は幅員が５ｍを超えるもの）

　　　一般国道 ４車線以上・10km以上 ４車線以上・7.5～10km 　　　　かつ２km以上（改築（バイパス）２km以上

　　　大規模林業圏開発林道 幅員6.5ｍ以上・20km以上 幅員6.5ｍ以上・15～20km

２．河　川 ２．河　川

　　　ダム、堰 湛水面積100ha以上 湛水面積75～100ha 　　　ダム、堰 　湛水面積　50ha以上（改築　25ha以上増）

　　　放水路、湖沼開発 土地改変面積100ha以上 土地改変面積75～100ha 　　　湖沼水位調節施設 　露出面積　50ha以上

　　　放水路、捷水路 　改変面積　20ha以上

３．鉄　道 ３．鉄　道

　　　新幹線鉄道 すべて 　　　鉄道、軌道 　7.5km以上（改良　7.5km以上）

　　　鉄道、軌道 長さ10km以上 長さ7.5～10km

４．飛行場 滑走路長2500ｍ以上 滑走路長1875～2500ｍ ４．飛行場 　滑走路長　1,875ｍ以上（滑走路の延長　375ｍ以上）

５．発電所 ５．発電所

　　　水力発電所 出力３万kW以上 出力2.25～３万kW 　　　水力発電所 　発電設備の出力　２万kW以上（規模の変更　２万kW以上）

　　　火力発電所 出力15万kW以上 出力11.25～15万kW 　　　火力発電所 　発電設備の出力　２万kW以上（規模の変更　２万kW以上）

　　 風力発電所 出力１万kW以上 出力7500kW～１万kW 　　 風力発電所  発電設備の出力1,500kW以上（規模の変更1,500kW以上）
　　　地熱発電所 出力１万kW以上 出力7500kW～１万kW

　　　原子力発電所 すべて

６．廃棄物処理施設 ６．廃棄物処理施設

　　　廃棄物最終処分場 面積30ha以上 面積25～30ha 　　　し尿処理施設 　日　100kＬ以上（規模の変更　日　100kＬ以上増）

　　　ごみ焼却施設 　時間　４ｔ以上（規模の変更　時間　４ｔ以上増）

　　　廃棄物最終処分場 　敷地面積　５ha以上（規模の変更　５ha以上増）

７．下水道終末処理場 　敷地面積　５ha以上（増設　５ha以上増）

７．埋立、干拓 面積50ha超 面積40～50ha ８．埋立、干拓 　埋立面積　３ha以上

９．港湾施設の建設 　新設

　改築　事業面積３ha以上

10．土石、砂利採取 　湖中　事業面積　５ha以上

　陸上　事業面積　20ha以上（自然公園は10ha以上）

　　　　（区域の変更　20ha以上増（自然公園は10ha以上増）

８．土地区画整理事業 面積100ha以上 面積75～100ha 11．土地区画整理事業 　事業面積　20ha以上（40ha未満は既存宅地外の面積が20ha以上）

　　　　　　　　　　（森林は15ha以上、自然公園は10ha以上）

９．新住宅市街地開発事業 面積100ha以上 面積75～100ha

10．工業団地造成事業 面積100ha以上 面積75～100ha 12．工業団地造成事業 　事業面積　20ha以上（森林は15ha以上、自然公園は10ha以上）

11．新都市基盤整備事業 面積100ha以上 面積75～100ha

12．流通業務団地造成事業 面積100ha以上 面積75～100ha

13．宅地の造成事業 面積100ha以上 面積75～100ha 13．宅地の造成事業 　事業面積　20ha以上（森林は15ha以上、自然公園は10ha以上）

14～17　略

滋賀県環境影響評価条例環境影響評価法
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